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新作狂言実作方法論 
 
小笠原 匡 
 
１ はじめに―新作狂言が抱える問題― 
 
本稿の目的は、新作狂言を、古典狂言と同様の普遍的な価値を持つ作品にするためには、
どのような要素が必要なのか、筆者自身の新作狂言の制作経験を通して考察することであ
る。 
 狂言の世界では、「古典」とは江戸時代までに作られた作品を指す。対して、明治時代以
降に作られた作品を「新作」と呼ぶ。また、今日まで伝承されて残っている作品は、特に
「現行曲」と呼んでいる。 
 今日まで伝えられている古典の作品には、和泉流、大蔵流あわせて 300 曲近くのレパー
トリーがある。一方、新作狂言は 30 曲程度作られており、『濯ぎ川』と『彦市ばなし』が
良く知られている。『濯ぎ川』は、劇作家の飯沢匡が中世フランスの喜劇(ファルス)である
『洗濯桶』を基にして書き下ろした作品である。また、『彦市ばなし』は、木下順二作の民
話劇を、狂言の様式にのっとって演出した作品である。 
今日、繰り返し上演される新作狂言は、この 2 曲以外には、ほとんどない。一度上演さ
れると、再演されることなくお蔵入りしてしまう作品が大部分なのである。これは新作狂
言の抱える大きな問題点である。 
筆者自身も、後述するようにいくつかの新作狂言の制作に携わっており、古典狂言のよ
うに繰り返し上演される、普遍的な価値を持った作品を創作したいと考えている。本稿で
は、これまでの自身の仕事を整理することで、そのための方法論を抽出してゆきたい。 
 
2 これまでの狂言づくり 
2－1  狂言創作のはじまり―『鉢かづき』― 
筆者は平成９年より、大阪・京都を拠点に、野村万蔵家の関西支部代表として活動して
いる。筆者が属する和泉流は、もともと大阪・京都で生まれ、育まれてきたが、明治維新
を境に関西では伝承者が途絶えてしまっていた。そこで、筆者の師である故八世野村万之
丞の、「関西に和泉流を先祖がえりさせよう」という考えに従い、筆者は大阪を拠点に活動
する事となったのである。 
活動を始めた当初は頼れる人もなく、また、狂言師の家の出身ではない筆者は知名度も
低かったため、観客や弟子を獲得するための方法を工夫しなければならなかった。そこで
思い至ったのが、新作狂言の創作である。 
万之丞は狂言以外にも多彩な才能を発揮し、伎楽・田楽・阿国歌舞伎など、現在途絶え
てしまっている芸能を次々と復元、新生させてきた。筆者も、師の元で芸能の考証から実
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際の作品作りに至る一連の作業に携わってきた。その経験を生かして、この機会に自分の
力を試してみようと考えたのである。 
 筆者は、この新作狂言の創作に際して、いくつかの新たな試みを盛り込んだ。 
第一に、「ワッハ上方」という演芸場を会場とした。演芸場を選んだのは、能楽に対する
「敷居が高い」というイメージを払拭するために、関西の方々に馴染み深い場所で上演し
ようと考えたためである。今でこそ、あらゆる場所で狂言が上演されているが、当時能舞
台以外で狂言を行うことは斬新な試みであった。 
第二に、上演の際、せりふに字幕スーパーを付けた。知人を介して縁のあった聴覚障害
者団体の方々に、生の狂言を楽しんでもらおうと考えて字幕を付けることにしたのだが、
意外にも聴覚障害者の方だけでなく、狂言をはじめて見る人にとっても、難しい語句を理
解するきっかけとなったようである。字幕つきの公演も、最近はよく行われているが、こ
の『鉢かづき』は、その先駆けとなったのである。 
第三に、地元の説話から題材をとり、現行の狂言の作品をアレンジすることで、新たな
作品を創作するという手法をとった。 
題材には、御伽草子の『鉢かつぎ姫』という作品を選んだ。ある女性が母親の遺言によ
って鉢をかぶると、それが取れなくなってしまう。そして、女性が苦難を乗り越えて、恋
が成就したとき、鉢が取れる。表われた女性の顔は絶世の美貌で、鉢の中からは金銀財宝
が出てくるというストーリーである。この作品を選んだのは、舞台が河内国の交野（今の
大阪府交野市）で、「ご当地物」の題材としてふさわしいことに加えて、ストーリーの展開
や、結末のあっと驚く「落ち」などが、狂言の形式に当てはめやすいと感じたためである。 
実際に狂言の形にするに当たっては、『吸取』という作品を下敷きにした。この『吸取』
は、今日まで伝えられている現行曲ではあるが、現在ではほとんど上演されず、お蔵入り
しているといってもよい作品である。 
先ほど述べたように、現行曲と称される古典狂言のレパートリーは 300 曲近くあるのだ
が、実際には、その半数はほとんど上演されない。その中には、秘曲として扱われ、一部
の人にしか伝えられないため、めったに演じられない、という作品もあるが、よく演じら
れる作品と様式的に似ているため上演の機会がないものも多い。また、差別的な表現を含
むなど、時代に合わなくなったために演じられない作品もある。 
しかし、この「吹取」は、それらの作品とは上演されなくなった理由が若干異なる。こ
の作品では、狂言師が笛を吹かなければならないのである。 
この作品が頻繁に上演されていた室町時代、能狂言は現代のように分業制ではなかった。
そのため、狂言師も狂言の他に囃子を担当していた。しかし江戸時代に武家の式楽となっ
て以来、これらの役割は分業化され、狂言師が笛を吹くことがなくなってしまった。現在
でも、ごくまれに「吹取」を上演する機会はあるが、その時には狂言師は笛を吹く真似だ
けをし、笛方に舞台後方で笛を吹いてもらっている。しかし、この上演形態では面白さが
半減してしまうので、演じられることがなくなっていったのである。 
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しかし、筆者は国立能楽堂の三役(ワキ方、囃子方、狂言方)養成事業の研修生として学ん
だ経験があり、笛を吹くことができた。そこで、この作品の本来の姿である、「狂言師が笛
を吹く」という形を復活させようと考えたのである。 
この作品は、2001 年７月 13 日、師の野村万之丞監修のもと初演された。評判は上々であ
ったが、残念ながらこれ以降、再演はしていない。しかし、この作品は筆者が新作狂言を
創作するようになった記念すべき第一歩であった。 
 
2－2  異なるジャンルとの共演―「弁天座」と「風流」― 
 筆者は、常に、他の人のしていない、オリジナリティーある活動をしなければならない
と考えていた。そこで、他の古典芸能の演者とともに、「弁天座」というグループを作った。
筆者一人ではできないことでも、このようなグループであれば実現できるのではないかと
考えたからである。 
しかし、一口に古典芸能といっても、誕生した時期や芸能の形態は様々であり、近くて
遠い存在である。例えば、われわれ狂言師は、歌舞伎や文楽の演者とはほとんど交流がな
い。狂言の世界の中でも「他流を真似せず」といった言葉があり、修行中の若手は、自分
の先生以外の舞台、つまり他流派や他家の芸は見るなと言われている。まして、他の芸能
と交流することなど、「10 年早い」と言われてしまう。つまり、古典芸能同士の横のパイプ
などありえなかった。交流ができるのは、人間国宝など、芸を習熟させた人の特権のよう
に考えられていたのである。このような保守的な環境にあって、弁天座のようなグループ
の誕生は画期的なことであった。 
弁天座の名は、弁舌（狂言は語り芸であり、また大阪には同じく語り芸としての文楽の
小屋がかつては多くあった）の「弁」と音楽や芸能の神様である「弁財天」に由来してい
る。能、狂言、落語、文楽という 4 ジャンルの演者でスタートし、2001 年 2 月 23 日には、
『鉢かづき』と同じくワッハ上方で初の公演を行った。 
弁天座の公演は非常に評判がよく、巷で話題を呼んだのだが、異なるジャンルの古典芸
能のグループであったため、問題も多く発生した。 
まず、スケジュールを合わせること自体が大変難しかった。また、それぞれの芸能や役
者の個性が強く、作品をまとめあげるのに苦労した。さらに、個々の演者の目指す方向性
がばらばらだったこともあり、メンバーの異動が激しかった。しかし、メンバーの異動を
繰り返しながら、現在も「風流」という名で活動を続けている。 
この活動では、はじめは年に一度、共通のテーマに基づいて、それぞれの古典芸能を別々
にオムニバス形式で上演する定期公演を行っていたが、2004 年からは、1 つの作品に異な
る古典芸能の演者が出演するコラボレーション形式の公演を始めた。その最初の作品であ
る『刀こぶ』では、筆者が狂言を演じ、その相手役は文楽の人形が演じた。そして通常は
義太夫が行う人形の語りは、講談師が行った。この作品は好評であったため、その後何度
か再演している。 
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このような異なるジャンルの芸能との共演からは、作品づくりのための様々なヒントを
得ることができた。その中でも特に大きな成果として、音楽、特に弦楽器（三味線、胡弓、
琴など）を使用した劇作法が挙げられる。文楽人形は三人遣いなので緻密に動くことがで
きるが、動作に大きな間が必要となる。その間を繋ぐ為には、弦楽器の使用が非常に効果
的であった。弦楽器は狂言の囃子にはない空間や時間の処理が可能であり、なおかつ非常
にリアルな表現ができるのである。もともとは弦楽器を用いない狂言の中に、弦楽器を取
り入れることによって、狂言の音楽的可能性を広げることができた。 
 
2－3  狂言の再発見―『京都大原良忍物語』― 
融通念仏宗は大阪市の平野区にある大念仏寺を本山とする仏教の一宗派である。筆者は
そこの僧侶の方と親しく、融通念仏宗の教化活動の一環として、開祖である良忍上人をテ
ーマとした新作狂言を作ってほしいという依頼を受けた。 
筆者は良忍について全く知らなかったのだが、調べてゆくうちに、良忍が声明の中興の
租だということを知った。声明とは、法会の際に僧侶によって唱えられる仏教音楽である。
狂言を含む日本の芸能は、声明から派生していって生まれた、といっても過言ではない。 
声明は天台座主円仁（慈覚大師）中国から日本に伝えたものである。しかし、口伝によ
って伝承されていたため、次第に伝承の正確性が危うくなっていった。そんな時、天台宗
の僧侶であり、歌がうまかった良忍が、声明を研鑽して博士（譜面）を残した。これによ
って天台声明は整理され、伝承されてゆくこととなったのである。その後、良忍は天台宗
から離れ、有通念仏宗を興した。 
良忍にはこのような功績があるにもかかわらず、知名度が高いとはいえない。そこで筆
者は、声明中興の祖としての良忍の功績をアピールしたいと考え、狂言の中で声明を用い
ることにした。「二十五菩薩来迎図」を舞台の上に再現し、そこに僧侶による声明や付楽（雅
楽）を入れたのである。 
この新作狂言『京都大原良忍物語』は、2004 年 11 月 30 日に、大阪能楽会館で初演され、
融通念仏宗の関係者、とりわけ僧侶の方や檀家の方に大変喜んでいただけた。 
この作品の制作では、かねてより興味はあったが触れる機会のなかった声明や雅楽につ
いて、僧侶の方から学ぶことができたのが、非常に大きな成果であった。声明、舞楽、雅
楽の用法を獲得できたばかりでなく、謡や語りの理論、小段の構成など、狂言の基礎をも
再発見することができたのである。 
 
2－4  市民参加型の狂言づくり―新作狂言ミュージカル『ふるさとの四季』― 
2005 年、豊田市能楽堂の愛知万博関連企画として、日本の四季をテーマにして新作狂言
を制作してほしいとの依頼を受けて作ったのが、この『ふるさとの四季』である。この作
品では、市民参加をはじめて狂言に取り入れた。一般市民を公募し、公演の数ヶ月前から
稽古をしてもらい、狂言師とともに舞台に立ってもらったのである。2005 年 3 月 20 日、豊
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田市能楽堂で初演された。 
この作品では、素人の方が楽しく参加でき、かつ観客も楽しめる作品づくりを実現する
ためにはどうすればよいかに腐心した。この経験は、続く新作狂言『新千葉笑い』におい
ても、大いに役立った。 
 
3  新作狂言『新千葉笑い』 
3－1  『新千葉笑い』創作の経緯 
2005 年、筆者は大河ドラマ『義経』の芸能考証を行った。従来、芸能考証は師である野
村万之丞が担当していたのだが、2004 年に万之丞が亡くなり、遺言によって千葉大学の教
授である橋本裕之氏に芸能考証をお願いすることになった。橋本氏は、研究者として学術
的な考証を行い、実際の歌や舞は、橋本氏と相談しながら筆者が創作した。ここでの縁が
きっかけとなり、筆者は千葉大学の非常勤講師として、新作狂言を創作する授業を行うこ
とになった。 
筆者は、その頃「新作」とはこのようなものでいいのかと疑問を抱き始めていた。そこ
で、どのようにすれば 1 つのテーマから新しい狂言が生みだせるのか、改めて学生ととも
に学ぼうと考えた。テーマには、橋本氏の助言で、「千葉笑い」という千葉県にもともとあ
った習俗を選んだ。これは、大晦日の夜に土地の人々が顔を隠して千葉寺に集まり、役人
や庄屋などの権力者や、親不孝者の悪口を言ったりして笑い合う祭りである。 
しかし、ただ授業で台本を作るだけではもったいない。そこで、橋本氏に様々な方面と
交渉していただき、千葉市文化財団の協力を得て、市民参加型の新作狂言として上演する
ことになったのである。 
 
3－2 『新千葉笑い』のねらい 
『新千葉笑い』は再演を念頭において創作した。これは、筆者が創作したこれまでの新
作狂言との相違点である。その理由として、以下の 3 つを挙げることができる。1 つ目は橋
本氏が千葉に住んでいるということ。2 つ目は次年度も継続して千葉大学で非常勤講師を続
けることができるようになったこと。そして 3 つ目は文化財団と良好な関係を築けたこと
である。この３点の実現によって、「新千葉笑い」の公演を、毎年の恒例行事として行った
り、千葉寺での年末のカウントダウンイヴェントとして上演したり、といった構想を、現
実的なものとして考えることができるようになったのである。 
 
3－3  新千葉弁 
 現在も再演され続けている新作狂言として先に述べた『彦市ばなし』は、全てのせりふ
が熊本弁で書かれている。武智鉄二はこの作品を狂言として演出する際、方言を一言一句
変えることなく、狂言の様式と調和させることに成功していた。筆者はこの作品によって
方言の面白さを知り、いつか同じように、方言を用いた作品を作りたいと考えていた。方
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言にはそれぞれの地域が持つアイデンティティ－や、何とも云えぬ郷愁感がある。また「音」
として非常に面白い。そこで、千葉大学での授業では、筆者が作成した台本を学生に千葉
弁に変換してもらうことにしたのである。 
学生たちは何通りかの千葉弁を候補として挙げてきた。筆者は、音として面白いこと、
方言がわからなくても一般的に意味が通じること、そして狂言のせりふのリズムに合うこ
とを基準として、採用する候補を決めていった。狂言は基本的に口語調のせりふである。
したがって、言葉の意味がわからないと「落ち」がわからない。また、狂言では、習得過
程において、独特のせりふのリズムを獲得する。あまりにも言葉が多すぎるせりふは、そ
のリズムにはまらない。また、言葉が足りないと尻切れトンボになってしまう。 
このようにして選んでいった「新千葉弁」は、いろいろな地域、いろいろな時代のもの
が混在している、どこにもない方言である。武智の手法を参考にすることで、「新千葉弁」
の面白さを生かすことができたと思う。 
 
3－4  狂言の即興性 
世阿弥は次のように語っている。 
いづれも／＼、本風をもて、再反の作風也。其當世／＼によりて、少々こと葉をかへ、
曲をあらためて、年々去來の花種をなせり。後々年もて同反たるべき定、如此。（世阿
弥元清『能作書』応永 30 年（1423）） 
ここで述べられているのは、作品が上演される時々にあわせて、せりふや曲を変え、同
じことの繰り返しにならないようにすべきである、ということである。このように、狂言
は本来せりふを即興で発する喜劇であった。しかし、近世以降は作品の固定化が進み、本
来の姿が失われつつある。 
そこで『新千葉笑い』では、狂言が本来持っていた即興性を取り入れることにした。千
葉笑いの悪口雑言のせりふに、時事ネタを盛り込んだ部分がそれにあたる。ここのせりふ
は、上演の度にその時々の時事ネタに作り変えることができる。ただ同じことを繰り返す
だけではない、即興性を持った作品を作ることができるのである。 
これは、狂言の大勢物の『仁王』から得た発想であった。 
この作品のストーリーは、次のようなものである。詐欺師が登場し、金がなくなってし
まったので田舎者から金銭を巻き上げることを企てる。詐欺師は上野の山で仁王に化け、
さくらの詐欺師が、仁王が天から降り立ったと騒ぎ立て、仁王に願をかけると願い事が叶
うと田舎者を煽る。すると田舎者がその仁王に向かって様々な願をかける。そこに足の悪
い人が登場する。その人は足を直そうと仁王に願をかけ、仁王の霊験を会得したいがため
に仁王の足をさする。そうすると仁王はくすぐったくて笑ってしまう。身体障害者が登場
するために、この狂言も、現在はあまり演じられていない。 
この作品で、田舎者が仁王に願をかける部分は、せりふが 3 つほどしか決まっていない。
他の部分は「しかじか」と書いている。この部分は、演者が自由にせりふを言うことがで
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きる。ただし、狂言の世界観を壊さないよう、横文字の言葉（「ライブドア」、「ロッテマリ
ーンズ」など）は使用できず、狂言に使われるような言葉で言い換えなくてはならない。
例えば、「阪神タイガースのファンだ」というせりふは「虎を贔屓にしている」となる訳で
ある。また、「しかじか」を語る役は上手い役者が演じる。若く経験の浅い役者だと、狂言
独特のせりふのリズムや抑揚がまだ身についてないので、せりふを即興で語ることができ
ないからである。 
この作品は、2005 年 12 月 8 日に千葉市文化センターにて初演され、大変な好評を得るこ
とができた。2006 年、2007 年にも再演され、「繰り返し上演される新作」への第一歩を踏
み出している。 
 
4  おわりに―新作狂言の可能性― 
4－1  新作を普遍化するために必要なもの 
 ここまで、筆者が手がけてきた新作狂言制作の事例を見てきた。次に、これらの事例を
基に、新作が古典と同じような普遍的な価値を得るためには、どのような要素が必要なの
か、考察してゆきたい。 
これまで述べてきたように、筆者は狂言の可能性を広げようと、様々な新しい要素を自
らの新作狂言の中に取り込んできた。その中には、『吸取』の笛や『仁王』の即興のせりふ
など、本来狂言が持っていた要素でありながら、現在では失われてしまっているものもあ
った。それらは、『新千葉笑い』にも大いに反映されており、新作が古典と同じ地位を獲得
するきっかけになるのではないかと考えている。 
先に、狂言の現行曲約 300 番のうち、150 番ほどは現在ではほとんど演じられていないと
述べた。その理由は様々であるが、良く演じられ、完成された作品と似た内容のパターン
を持っているためであることも多い。新作についても同様で、既存のパターンに当てはめ
ても、現在よく上演される古典には敵わない。それ故、新作が残ってゆくためには、新し
い要素を取り込むことによって、既存のパターンを乗り越えてゆくことが必要になる。 
しかし、『鉢かづき』、『京都大原良忍物語』、『ふるさとの四季』などの例を見ても明らか
なように、新しい要素を取り込んでゆくだけでは、古典のように繰り返し上演される、普
遍的な価値を持った作品になってゆかない。では、新作が古典と同じ地位を獲得するため
には、他に何が必要なのだろうか。 
筆者は、それは作品の洗練であると考える。これまでの新作狂言を振り返ってみると、
一度演じるとすぐに色褪せてしまい、再演に耐え得ないことが多かった。それに対し、「古
典」は繰り返し演じても色褪せるということがない。それは、「古典」が必要最小限の登場
人物と、必要最小限の道具で、あらゆる表現を可能とする、洗練された簡素美を備えてい
るからである。そして、作品を洗練させるには、その作品が繰り返し演じられることが必
要である。繰り返しの中で、即興的な変化が起こり、新たな要素が追加される。その中で、
あるものは受容されて残り、あるものは排除されることで、作品が洗練されてゆく。つま
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り、再演を繰り返してゆくことで、結果として、再演に耐え得る洗練された作品が形作ら
れてゆくのである。 
先にも述べたように、『新千葉笑い』は、筆者がそれまでに手掛けた新作狂言とはことな
り、はじめから再演されることを前提として制作に当たった。そこで再演の実現に大きな
役割を果たしたのは、どのようにして後援者を得るか、制作上の条件をどのように整える
か、というアートマネジメント的な要因であった。 
筆者がこれまでに関ってきた新作狂言でも、後援者の存在は作品のあり方を左右する重
要なものだった。経済的な面のみならず、公演場所の提供、市民参加のためのワークショ
ップの開催、宣伝など、様々な面での援助を受けることができた。 
 一方で、後援者の存在は、作品づくりにとっては制約となることもある。例えば、「こ
のテーマで新作を作ってほしい」という依頼を受けることがあるが、与えられたテーマで
制作した作品は、はじめから枠が決まってしまっているため、そこから広がってゆかない。
テーマに合わせるため、自由に、より面白い案を盛り込むことが難しくなってしまうので
ある。筆者が所属する野村万蔵家は、加賀前田藩の狂言師であった。そのために、前田家
から依頼を受けて制作した 20 数曲の「加賀狂言」と呼ばれる作品群があるのだが、それら
は全体として面白さの欠けた作品になっている。 
このように、後援者の存在は、自由な作品づくりにとっての制約となり得る。しかし、
後援者の存在を無視しては新作狂言を制作し、再演してゆくことが難しいのも事実である。
後援者からの要求に応えつつ、できる限り自由な制作が行える環境を作ってゆかなければ
ならない。そこで、言説、たとえば評論などによる説明や価値付けが重要になってくる。 
作品づくりの意図や価値を説明できなければ、後援者の理解を得ることはできない。 
従来、狂言をはじめとする古典芸能の評論は、「この人の演技は素晴らしい」といった感
想的な傾向があった。現代演劇や現代文学などでは、作品が発表されると、即座に評論に
よって作品の意味が説明され、価値が決定されてゆく。このような、作品とそれを取り巻
く言説との、より密接な関わりが新作狂言には必要なのである。 
『新千葉笑い』では、千葉市文化振興財団や千葉大学など、作品を取り巻く環境づくり
が上手くいったことで、制約もなく、自由に制作に取り組むことができ、また再演のため
の環境を整えることができた。 
 
4－2  狂言の様式 
しかし、ここで一つの疑問が生じる。従来の狂言にない要素が盛り込まれ、既存の作品
のパターンから逸脱したとしても、その作品を「狂言」として成立させているもの、狂言
の様式とはどんなものなのだろうか。 
『新千葉笑い』には、方言や時事ネタの他にも、トロンボーンやタップダンスなど、参
加者が持つ様々な特技やアイデアが盛り込まれている。市民参加の公演では、いろいろな
個性を持った方が集まるため、それらを生かすことで新作に新しい要素を取り込むことが
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できるのである。 
ただし、筆者はそれを無制限に取り入れたわけではなく、狂言として成り立つかどうか
を常に考えながら、方言は狂言のせりふのリズムに合うものを採用し、時事ネタでは横文
字の言葉を狂言で使われるような語句に言い換える、といった取捨選択を行っていた。こ
れは、必ずしも確固とした「狂言の様式はこのようなものである」というイメージに基づ
いた選択だったわけではなく、筆者の身体にしみ込んだ感覚に照らし合わせて、「気持ち悪
い」か、「やりやすい」か、を基準とするものだった。 
筆者を含め、多くの狂言師は、修行の過程で様式を身体で覚え、身体の感覚を頼りに演
技を構成してゆく。そのため、様式を意識するということは余りない。しかし、新作狂言
の制作過程では、新しい要素が加わることによる違和感を通じて、逆説的に狂言の様式を
意識することができる。新作を通じて身体にしみこんだ様式を意識化することは、古典を
演じる上でも意義深いはずである。 
 
4－3  新作狂言制作のエスノグラフィー 
本稿では、筆者がこれまでに手掛けてきた新作狂言を整理することで、古典狂言と同じ
ような、普遍的な価値をもつ新作を作るには、何が必要なのかを考察してきた。その結果
明らかになってきたのは、普遍的な作品づくりを実現するためには、作品の内容などの内
在的な要因ばかりではなく、後援者の獲得や言説による価値付けなど、外在的な要因が重
要である、ということであった。 
また、狂言師が身体で覚え、普段は意識化することのない狂言の様式を、新作を通じて
意識化する可能性も見出すことができた。 
今後は、新作狂言の企画から、台本制作や稽古、公演、再演など一連の過程を、エスノ
グラフィーとして記述してゆきたい。 
そもそも、狂言の作品が古典として発展していく過程には、武家をはじめとする後援者
の経済的、権威的な後ろ盾があった。新作狂言が再演され、洗練されてゆく過程を明らか
にすることは、今日の古典が古典として定着していった過程をも明らかにすることになる。 
また、台本制作や稽古の中でどのような取捨選択が行われ、再演を重ねる過程で、何が
受容されて残り、何が排除されるのか、を見てゆくことで、狂言とは何か、が浮かび上が
ってくるのではないだろうか。 
 
【付記】 
 本稿は 2005 年 3 月 26 日に行われた、千葉大学大学院人文社会科学研究科研究プロジェ
クト「パフォーマンスの民族誌的研究」第 11 回研究会における発表および討議の内容をま
とめたものである。参加者の方々、特に橋本裕之氏、関美能留氏には有益な意見をいただ
いた。また、原稿作成にあたっては、國分英依子氏のご協力を得た。深く謝意を表したい。 
 
